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　The  present study examined whether age-related decrement in short-term memory for 
temporal order depends on the decline in memory for phonological information. One experiment 
was conducted to test effects of aging and word length on performance in an order reconstruction 
task and a free recall task. People in middle age and old age participated in these tasks. The age-
related decline of temporal order memory emerged. However, this decline was mediated by the 
decrement in free recall. In the free recall task, both the elderly and aged recalled more short 
words than long words. On the other hand, the effect of word length disappeared in the order 
reconstruction task. These results suggest that age-related decrement in short-term memory for 
temporal order did not depend on memory for phonological information.
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　成人期から老年期にむけての加齢が記憶能力
に及ぼす影響は，記憶能力をさまざまな観点に
よって区切った特定の側面から検討されてき
た。例えば，感覚記憶や短期記憶や長期記憶と
いった記憶形態，符号化や貯蔵や検索といった
処理過程，空間的刺激や言語的刺激などといっ
た刺激内容，記憶を複数のシステムからなると
捉えた場合にはその下位システムといった構成
部分，および展望的記憶やメタ記憶や順序の記
憶といった記憶機能などの観点が挙げられる
（概要として，Hoyer & Verhaeghen, 2006；太
田・多鹿，2008）。近年では，加齢が記憶の特
定の側面に影響を及ぼすのかどうかだけでな
く，加齢がどのような情報および処理に依存し
て記憶の特定の側面に影響を及ぼしているのか
が調べられている。
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　Dumas & Hartman（2003）は，加齢にとも
なう順序の記憶能力の低下は，単語を学習した
時の状況などの文脈情報の記憶に依存している
と示唆した。彼女らは，順序の再構成課題，自
由再生課題および強制選択による再認記憶課題
を用いて，若年者と高齢者の記憶成績を調べた。
彼女らの用いた順序の再構成課題では，いくつ
かの単語を１つずつ系列提示した後に，それら
の単語をすべて無作為な並び順で再提示し，学
習時に提示された順序どおりに単語を並べ替え
ることを実験参加者に求めた。順序の再構成課
題の成績は主に順序の記憶を反映していると考
えられる。自由再生課題では，単語を系列提示
した後に，学習した順序に関係なく覚えている
すべての単語の想起を求めた。強制選択による
再認記憶課題では，単語を系列提示した後に，
提示した単語と提示していない新規の単語の２
つを同時に提示し，学習した単語はどちらであ
るかの判断を求めた。自由再生課題と再認記憶
課題は主に単語自体の記憶を反映していると考
えられる。
　Dumas & Hartman（2003）における自由再
生課題および順序の再構成課題では，若年者の
成績が高齢者の成績よりも高かった。しかし，
学習時における単語の提示時間が１秒の条件の
若年者群と４秒の条件の高齢者群について，自
由再生課題および順序の再構成課題の成績を比
較すると，若年者と高齢者の成績差がなくなる
ことが示された。また，階層的重回帰分析の結
果から，順序の再構成課題の成績における加齢
の影響は自由再生課題の成績を考慮することで
大幅に小さくなることが示された。一方，再構
成課題の成績を従属変数とし，年齢と再認記憶
課題の成績を独立変数とした階層的重回帰分析
の結果は，再認記憶課題の成績による影響が比
較的小さいことを示していた。これらの結果
は，加齢にともなう再構成課題の成績は，自由
再生課題の成績に媒介されることによって低下
しているが，再認記憶課題の成績によっては媒
介されていないことを示唆する。Dumas & 
Hartmanは，自由再生課題は再認記憶課題と比
較して，文脈情報の記憶に依存する程度がより
高いと考えられることから，順序の記憶におけ
る加齢の影響は文脈情報の記憶の低下に依存し
ていると示唆した。
　順序の記憶が文脈情報を利用する可能性は若
年者を対象にした研究においても指摘されてい
る（Greene, Thapar & Westerman, 1998；
Mulligan, 2001）。Greene, et al.によると，単語
の記憶痕跡に含まれる文脈情報は，単語の提示
された時間的な前後関係の推測を可能にさせ
る。Greene, et al.は，２つの単語の前後関係の
比較とリスト内のすべての順序についての想起
を区別しているため，順序の再構成課題におけ
る文脈情報の記憶の利用を直接的に支持するも
のではない。しかし，単語間の時間的な前後判
断は，順序の再構成課題を遂行する際の手がか
りの1つとして利用することができるだろう。
それゆえに，順序の再構成課題の記憶成績に，
文脈情報の記憶能力が反映される可能性はあ
る。
　一方，若年者の順序の記憶についてのいくつ
かの研究では，短期的な順序の記憶は主に音韻
情報の記憶に依存していることが示唆されてい
る（Nairne, 1990；Nairne & Kelley, 2004; 
Saint-Aubin & Poirier, 1999）。 例 え ば，
Nairne & Kelleyは，音韻的な類似性および意
味的な類似性が順序の記憶に及ぼす影響を検討
した。その結果，音韻が類似している単語だけ
で構成されるリストは，音韻が類似していない
単語だけで構成されるリストよりも順序の記憶
成績が低かった。一方で，意味が類似した単語
で構成されるリストと，意味が類似していない
単語で構成されるリストの記憶成績には違いが
示されなかった。そのため，彼らは，順序の記
憶は主に音韻情報に依存していると示唆した。
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　学習リスト内の単語に関する順序の記憶が主
に音韻情報の記憶に依存するならば，再構成課
題での加齢の影響は音韻情報の記憶において生
じている可能性があるだろう。Dumas & 
Hartman（2003）は，自由再生課題の遂行は再
認記憶課題の遂行と比較して，より文脈情報に
依存するであろうことから，文脈情報の記憶に
依存して加齢が順序の記憶に影響すると示唆し
た。しかしながら，彼らの結果は，順序の記憶
における加齢の影響が音韻情報の記憶に依存す
るとしても解釈が可能であることが，学習単語
の語長の影響から指摘できる。学習する単語の
音韻情報は，語長が長い単語（長単語）のほう
が語長の短い単語（短単語）よりも複雑である
と考えられる。若年者における順序の再構成課
題および自由再生課題では，短単語が長単語よ
りも記憶成績が高いことが報告されている（順
序 の 再 構 成 課 題 に つ い て は，Hulme, 
Surprenant, Bireta, Stuart & Neath, 2004；自
由 再 生 課 題 に つ い て は，Tehan & Tolan, 
2007）。一方，再認記憶課題においては，長単
語が短単語よりも記憶成績が高いことが報告さ
れている（Hendry & Tehan, 2005）。順序の再
構成課題と自由再生課題の成績に語長が及ぼす
影響の傾向が同じであること，およびこれらと
再認記憶課題の成績に語長が及ぼす影響の傾向
が異なることから，順序の再構成課題と自由再
生課題では音韻情報について同様の処理が行わ
れ，これらと再認記憶課題では異なる処理が行
われている可能性が考えられる。それゆえに，
加齢にともなう順序の再構成課題の成績の低下
が自由再生課題の成績に媒介されることを示し
たDumas & Hartmanの結果は，順序の記憶に
おける加齢の影響が音韻情報に依存するためで
あるかもしれない。
　本研究の目的は，加齢が順序の記憶に及ぼす
影響が音韻情報の記憶に依存するかどうかを示
すことである。そのために，本研究では，中年
期から老年期の人びとを実験参加者として，再
構成課題および自由再生課題における加齢の影
響と語長の影響を検討した。本研究では，加齢
にともなう変化量の検討を目的とするのではな
く，加齢にともなう変化が依存する情報につい
ての検討を目的とするので，実験参加者の年齢
差が比較的小さいほうが適していると考える。
年齢差が大きいほど，単語提示から記憶するま
での時間や実験機器の扱いの差により剰余変数
の影響が大きくなる可能性がある。また，順序
の再構成課題での回答について，Dumas & 
Hartman（2003）による順序の再構成課題で用
いられた回答方法は，無作為な順序で提示され
た単語を学習した順序どおりに紙に書き出す方
法であり，実験参加者の負荷が高いかもしれな
い。例えば，実験参加者は，この単語は５番目
だという記憶を保持しながら，１番目から単語
の順序を思い出す場合があるかもしれない。そ
の負荷を軽くするために，本研究では，どの順
序からでも自由に回答してよいとする方法を用
いる。
　本研究における順序の再構成課題の成績およ
び自由再生課題の成績は加齢にともなって低下
す る だ ろ う。 し か し な が ら，Dumas & 
Hartman（2003）が示すように，加齢が順序の
再構成課題の成績に及ぼす影響は自由再生課題
の成績に媒介されていることが予想できる。音
韻情報の記憶に依存して加齢が順序の記憶に影
響を及ぼすのであれば，順序の再構成課題の成
績および自由再生課題の成績における語長の影
響に加齢は同様の変化を生じさせるだろう。具
体的には，長単語は短単語よりも音韻的に複雑
であり，他の単語から効果的に弁別するための
音韻的な表象の保持が難しいので検索されにく
い と 考 え ら れ て い る た め（Hulme, et al., 
2004），順序の再構成課題および自由再生課題
では，長単語は短単語よりも記憶成績が低くな
るだろう。また，加齢にともない，長単語のよ
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うに複雑な音韻的表象を保持しておくことは，
短単語のように比較的単純な音韻的表象を保持
しておくことと比較して，より困難になると考
えられる。そのため，短単語と長単語の成績の
差は，加齢とともに大きくなることが予想でき
る。
方　法
　実験計画　課題 （順序の再構成，自由再生）
と語長 （短単語，長単語）の実験参加者内２要
因からなる計画であった。
　実験参加者　50歳から81歳までの41名（男性
12名，女性29名，平均年齢64.7歳，SD= 8.01）
が実験に参加した。
　装置　パーソナルコンピュータによって制御
された液晶ディスプレイを用いた。ディスプレ
イのサイズは，15インチあるいは15.4インチの
いずれかであった。
　材料　実験参加者を認知症についてスクリー
ニングするために，改訂長谷川式簡易知能評価
スケール（HDS-R）（加藤･下垣・小野寺・植
田・老川・池田・小坂・今井・長谷川，1991；
加藤・長谷川・下垣・小野寺・今井・植田・小
坂・池田，1992）を用いた。
　順序の再構成課題および自由再生課題で用い
る学習リストの単語として，天野・近藤（1999）
による文字音声単語親密度数が5.0から6.5の範
囲の単語から140語を選択した。選択された単
語はすべてひらがな表記にして用いた。半数の
70語は，モーラ数２の単語（例として，いす）
であり，短単語として使用した。残りの70語は，
モーラ数５の単語 （例として，こうさてん）で
あり，長単語として使用した。
　５つの短単語からなる14の学習リストを作成
した。リストを構成する単語は無作為に組み合
わせた。学習リストを構成する短単語の組み合
わせは，すべての実験参加者で同じであった。
同様に，５つの長単語からなる14の学習リスト
を作成した。リストを構成する単語は無作為に
組み合わせた。学習リストを構成する長単語の
組み合わせは，すべての実験参加者で同じであ
った。作成した短単語および長単語の学習リス
トのうち各２リストを練習試行用のリストとし
た。
　順序の再構成課題および自由再生課題では，
横線を５本印刷したA５版の紙を実験参加者が
記入するための用紙とした。記入用紙は冊子に
して使用した。
　手続き　実験は個別に実施した。最初に，
HDS-Rにしたがって質問を行った。その後に，
順序の再構成課題および自由再生課題を行っ
た。
　実験参加者には，順序の再構成課題および自
由再生課題について，口頭で教示を与えた。そ
の後，練習用の短単語リストおよび長単語リス
トを用いて，実験者が再度教示の説明を行いな
がら，実際に実験参加者が順序の再構成課題お
よび自由再生課題を行った。実験参加者に質問
はないかと確認した後，練習用の短単語リスト
および長単語リストを用いて，実験参加者だけ
で，順序の再構成課題および自由再生課題を行
った。
　その後，順序の再構成課題と自由再生課題を
無作為な順で実施した。順序の再構成課題およ
び自由再生課題には，それぞれ６つの短単語リ
ストと６つの長単語リストを用いた。学習単語
のリストは重複しないようにした。順序の再構
成課題および自由再生課題では短単語リストと
長単語リストを無作為な順序で提示した。
　順序の再構成課題は，はじめに，学習単語の
提示として，１つの学習単語リストに含まれる
５つの単語を無作為な順序で１つずつ画面中央
に提示した。１つの単語の提示時間は1800 ms
であり，刺激間の時間間隔は250 msであった。
実験参加者には，提示された単語を音読し，単
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語とそれらの順序を覚えるようにとあらかじめ
教示した。次に，挿入課題として３問の一桁ど
うしの足し算を１問ずつ画面中央に提示した。
１問の提示時間は2500 msであり，刺激間の時
間間隔は設けなかった。実験参加者には，計算
問題の回答を声に出して言うこと，および，計
算問題と回答は覚えなくて良いことをあらかじ
め教示した。最後に，学習した単語の提示順序
の記憶テストのために，５つの学習単語を学習
時とは異なる並びで同時に画面に提示した。実
験参加者には，画面に５つの単語が提示された
場合，学習時の提示順に並べ直して，手元の用
紙に記入するようにあらかじめ教示した。回答
はどの順序から行ってもよいこととした。回答
にかかる時間は制限しなかった。
　自由再生課題は，順序の再構成課題と同様に，
はじめに学習単語の提示を行い，次に挿入課題
を行った。最後に，学習した単語の記憶テスト
のために，ブランク画面を提示した。実験参加
者には，画面に何も提示されない場合，学習し
た単語をできるだけ多く学習時の提示順にかか
わらず手元の用紙に思い出して記入するように
あらかじめ教示した。回答にかかる時間は制限
しなかった。
結　果
　HDS-Rの得点について，30点満点中20点以
下は認知症の疑いがあるとされる（加藤他，
1991；加藤他，1992）。そのため，本研究では
HDS-Rが20点以下であった１名の実験参加者
のデータを除外して分析を行った。以下の統計
的検定では，有意水準を５%に設定した。自由
再生課題は学習時に提示された単語が学習順序
にかかわらず再生された場合を正答とした。順
序の再構成課題は実験参加者が並べ替えた各単
語について学習時の提示順序と一致した場合を
正答とした。
　語長と加齢の影響　実験参加者を年齢によっ
て，中年期群と老年期群にわけた。中年期群は
50歳から64歳までの19名（平均年齢58.1歳，
SD= 4.39）であり，老年期群は65歳から81歳ま
での21名（平均年齢70.8歳，SD=5.00）であった。
　中年期群および老年期群における各語長につ
いての自由再生課題の正答率をFigure 1に示し
た。自由再生課題の正答率について，２（語長）
×２（年齢群）の分散分析を行った。その結果，
語長の主効果および年齢群の主効果が有意であ
った（それぞれ，F（1, 38）=30.33, MSE =0.01, 
p<.01; F（1, 38）=11.62, MSE=0.03, p<.01）。語長
と年齢群の交互作用は有意ではなかった（F（1, 
38）=0.01, MSE=0.01, ns）。自由再生課題の正答
率は，中年期群が老年期群よりも高くなること
が示された。自由再生課題において，年齢群に
かかわらず短単語が長単語よりも正答率が高い
ことが示された。
　中年期群および老年期群における各語長につ
いての順序の再構成課題の正答率をFigure 2に
示した。順序の再構成課題の正答率について，
２（語長）×２（年齢群）の分散分析を行った。
その結果，年齢群の主効果が有意であった（F（1, 
38）=7.51, MSE=0.07, p<.01）。語長の主効果お
よび語長と年齢群の交互作用は有意ではなかっ
た（それぞれ，F（1, 38）=3.78, MSE=0.02, ns; F
（1, 38）=0.07, MSE=0.02, ns）。順序の再構成課
題の正答率は，中年期群が老年期群よりも高く
なることが示された。順序の再構成課題の正答
率において，語長の違いは影響を示さず，年齢
群の違いによっても語長の影響に違いは生じな
かった。
　加齢の影響に関する回帰分析　自由再生課題
の正答率，順序の再構成課題の正答率，および
年齢の３変数間の関係を検討するために回帰分
析を行った。順序の再構成課題の正答率を目的
変数とし，年齢を説明変数として単回帰分析を
行った。その結果，年齢の影響は有意であった
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（β=-.54, p<.01; R2=.30, p<.01）。自由再生課題
の正答率を目的変数とし，年齢を説明変数とし
て単回帰分析を行った結果，年齢の影響は有意
であった（β= -.65, p<.01; R2=.42, p< .01）。順
序の再構成課題の正答率および自由再生課題の
正答率は加齢にともない低下することが示され
た。
　自由再生課題の正答率を目的変数とし，順序
の再構成課題の正答率および年齢を説明変数と
して重回帰分析を行った。その結果，順序の再
構成課題の正答率の高低の影響および年齢の影
響が有意であった（それぞれ，β= .57, p< .01; 
β=-.34, p< .01; R2=.65, p<.01）。自由再生課題
の正答率においては，順序の再構成課題の正答
率を統制した場合にも年齢は影響を持つこと，
および年齢の影響を統制した場合にも順序の再
構成課題の正答率の高低が影響を持つことが示
された。一方，順序の再構成課題の正答率を目
的変数とし，自由再生課題の正答率および年齢
を説明変数として重回帰分析を行った結果，自
由再生課題の正答率の高低の影響は有意であっ
たが，年齢の影響は有意ではなかった（それぞ
れ，β= .69, p<.01; β=-.10, ns; R2=.57, p<.01）。
加齢にともなう順序の再構成課題の正答率の低
下は，自由再生課題の正答率を統制した場合に
は示されなかった。
考　察
　本研究では，加齢にともなう順序の再構成課
題の成績の低下が音韻情報の記憶に依存してい
るかどうかを検討した。順序の再構成課題の成
績および自由再生課題の成績はともに加齢にと
もなって低下するが，加齢にともなう順序の再
構成課題の成績の低下は自由再生課題の成績に
媒介されることが示された。これは，Dumas 
& Hartman（2003）の結果および本研究の予
想と一致している。しかし，順序の再構成課題
と自由再生課題の成績について，語長の影響の
有無が異なっていた結果，およびその語長の影
響が中年期群と老年期群とで変わらなかった結
果は，本研究の予想とは一致しなかった。順序
の再構成課題の成績にはどちらの年齢群におい
ても語長の影響が示されず，自由再生課題の成
Figure 1.  Proportion correct in free recall for 
short words and long words. Error 
bars indicate standard deviations.
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Figure 2.  P r o p o r t i o n  c o r r e c t  i n  o r d e r 
reconstruction for short words and 
long words. Error bars indicate 
standard deviations. 
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績は年齢群にかかわらず短単語が長単語よりも
高いことが示された。
　本研究の自由再生課題の成績を目的変数とし
た重回帰分析の結果では，加齢だけでなく順序
の再構成課題の成績も，自由再生課題の成績の
低下に直接的に影響することが示された。順序
の再構成課題の成績の低下にともなう自由再生
課題の成績の低下については，自由再生の際に
方略としての順序の記憶の利用があったためと
考えられる。自由再生課題において単語の想起
の際に学習順序を手がかりとして用いること
は，若年者については指摘されている（DeLosh 
& McDaniel, 1996；Nairne, Riegler & Serra, 
1991；Hendry & Tehan, 2005；Tehan & 
Tolan, 2007）。本研究は中年期と老年期を対象
としたが，若年者と同様に，学習順序を手がか
りとして単語の想起を行ったと考えられる。
　順序の再構成課題の成績と自由再生課題の成
績における語長の影響が異なって示されたこと
から，順序の再構成課題と自由再生課題の遂行
には音韻情報について共通した処理が用いられ
ていなかったと考えられる。したがって，加齢
にともなう順序の再構成課題の成績の低下が自
由再生課題の成績に媒介されていた結果を，音
韻情報の処理によって説明することは困難であ
る。加齢にともなう順序の再構成課題の成績の
低下は，音韻情報の処理能力の低下を反映して
いないことが示唆される。また，本研究では，
順序の再構成課題の成績における語長の影響が
自由再生課題の成績における語長の影響と同じ
傾向で生じるという仮定の上に，加齢にともな
って順序の再構成課題の成績における語長の影
響が大きくなると予測した。しかし，順序の再
構成課題の成績と自由再生課題の成績における
語長の影響は同じ傾向を示さなかった。そのた
め，順序の再構成課題の成績および自由再生課
題の成績における語長の影響についての予測と
結果との一致あるいは不一致についての議論は
できなかった。
　Dumas & Hartman（2003）は，加齢にとも
なう順序の再構成課題の成績の低下が自由再生
課題の成績に媒介されていたことについて，文
脈情報を精緻化する能力の低下が反映されてい
ると示唆した。順序の記憶に文脈情報が利用さ
れる可能性は，若年者についての研究でも示唆
さ れ て い る（Greene, et al. 1998；Mulligan, 
2001）。Greene, et al. およびMulliganは，新近
性判断課題において，文脈情報が前後関係を推
測するための手がかりとして利用されると示唆
した。新近性判断課題は，学習リストに含まれ
る単語のうちの２つが回答時に再提示され，そ
れらについてのみ，どちらの単語が学習時によ
り後に提示されたかを判断する課題である。そ
のため，学習リストに含まれる全ての単語の絶
対的な系列位置を想起する必要がない。一方，
本研究およびDumas & Hartmanが用いた順序
の再構成課題は，学習リストに含まれる全ての
単語の絶対的な系列位置を想起する必要があ
る。Greene, et al. およびMulliganは，新近性
判断課題と順序の再構成課題の遂行において利
用される主要な順序の記憶情報は異なると示唆
している。確かに，リスト内の単語間の新近性
判断によって，学習リストに含まれる全ての単
語の絶対的な系列位置を想起することは困難か
もしれない。しかしながら，順序の再構成課題
の回答において，部分的には単語間の新近性判
断を手がかりとして用いることができるかもし
れない。文脈情報を利用する能力の低下は，加
齢におけるさまざまな認知的機能の低下の背景
にある要因の一つとして説明されることが多い
（多鹿，2003）。そのため，順序の記憶における
文脈情報の利用について，今後の検討が要され
るだろう。
　順序の再構成課題の遂行にリスト内の単語の
新近性判断が手かがりとして利用されるなら
ば，文脈情報以外の新近性判断に有用とされる
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手がかりも順序の再構成課題の遂行に利用され
た可能性がある。Greene, et al.（1998）では，
新近性判断には，文脈情報，記憶痕跡強度から
の推定，および，おそらく学習時の検索が利用
されると示唆されている。学習時の検索とは，
学習リストの単語を記銘しているときに，それ
以前に提示された同じ学習リスト内の単語が想
起されることにより学習リスト内での提示順序
が記銘されることを意味している（Tzeng & 
Cotton, 1980）。学習時の検索は，特にリスト内
の項目が類似しているときに生じやすい
（Nairne & Neumann, 1993）。本研究では，学
習リストの単語間に意味的および音韻的な類似
性を設定していなかったため，学習時の検索が
利用されていたかどうかについては明確ではな
い。また，記憶痕跡強度から順序を推定する能
力が，加齢にともなう順序の再構成課題成績の
低下にどの程度関与しているかどうかについて
も，本研究からは明らかにできない。
　本研究の順序の再構成課題において語長の影
響が示されなかったことは，順序の記憶がいつ
も音韻情報を利用するとは限らない可能性を示
唆 す る。 本 研 究 と は 異 な り，Hulme et 
al.（2004）の実験２では順序の再構成課題の成
績には語長の影響が示されている。その実験で
は，若年者を対象とし，学習リストの提示直後
に再提示された単語を順序どおりに選択する課
題が行われた。本研究とHulme et al. による実
験２で用いられた順序の再構成課題の手続きに
はいくつかの相違がある。それらの内，本研究
の順序の再構成課題に語長の影響が示されなか
った理由として，１つには回答方法の相違が挙
げられ，もう１つには遅延時間の有無が挙げら
れる。
　Hulme et al. の実験２における再構成課題で
の回答方法は，加齢にともなう再構成課題の成
績の低下が自由再生課題の成績に媒介されるこ
とを示唆したDumas & Hartman（2003）が用
いた回答方法と類似している。Hulme et al.に
よる実験２では，無作為に提示された単語を，
学習時に提示された順序通りにマウスで順に選
択することが実験参加者に求められた。本研究
における順序の再構成課題では，実験参加者の
回答時の負荷が高くなることを避けるために，
どの系列位置からでも自由に回答できるように
設定し，また，実験参加者にその点について教
示した。しかし，もし順序どおりに回答するこ
とによって語長の影響が出現するのであるなら
ば，学習順序と関係なく回答できた本研究の順
序の再構成課題と自由再生課題において語長の
影響が異なっていた結果を説明するのが難し
い。そのため，本研究の順序の再構成課題に語
長の影響が示されなかったのは，回答方法の相
違よりもむしろ，遅延時間の有無による可能性
が高いと考えられる。
　本研究では，学習リストの最後の単語を提示
した後に7.5秒の挿入課題をともなう遅延時間
があり，その後に課題の回答を行った。一方で，
Hulme et al.（2004）の実験２では，学習リス
トを提示した直後に課題の回答を行っている。
もし遅延時間の有無によって順序の再構成課題
における語長の影響が異なるのならば，単語の
提示順序と関連する音韻情報は学習直後におい
ては利用できるが，遅延時間があると利用でき
なくなることが考えられる。系列提示された単
語を記銘し，学習した順序どおりに再生するこ
とが求められる系列再生課題による検討では，
音韻情報は短期的な貯蔵庫に保持され，遅延に
ともない衰退することが示唆されている
（Poirier & Saint-Aubin, 1996；Saint-Aubin & 
Poirier, 1999）。系列再生課題では，単語自体
を再生できたとしても順序が誤っていたならば
誤答となる。そのため，順序の記憶における音
韻情報が失われた場合でも，単語自体の記憶に
おける音韻情報も失われているとは限らないだ
ろう。それゆえに，単語自体と順序の両方の記
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憶が必要になる系列再生課題における音韻情報
の衰退についての示唆と，遅延時間のあった本
研究で順序の再構成課題成績と自由再生課題成
績における語長の影響が異なっていたことは矛
盾しない。順序の記憶に関する音韻情報，すな
わち単語間のつながりを表す音韻情報は，短い
時間で利用できなくなる性質を持っている可能
性がある。
　本研究では，加齢が音韻情報に依存して順序
の記憶に影響を及ぼしているかどうかを調べ
た。加齢にともなう順序の記憶の低下は，音韻
情報の記憶に依存せずに生じていることが示さ
れた。本研究からは，加齢にともなう順序の記
憶低下がどのような情報に依存して生じている
のかを，明確に示す証拠は得られなかった。し
かしながら，加齢がどのような情報の処理に影
響を及ぼし，どのような情報の処理に影響を及
ぼさないかを検討することは，順序の記憶にお
ける加齢の影響を明らかにするだけでなく，順
序の記憶のメカニズムの解明に有用である。本
研究からは，順序の記憶は，短い時間で利用で
きなくなる音韻情報についてと，より長い時間
で利用できる文脈情報および検索時の想起およ
び記憶痕跡強度からの推定などについての少な
くとも２つ以上の独立した処理を持つことが示
唆される。
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